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サラダ記念日は遠い昔

株式会社榎戸材木店
会長　榎 戸 正 人

　「サラダ記念日」は俵万智さんのもう40年も前の本ですが、今でも若い人も知っているベストセラーで

す。毎年、 7月 6日にサラダを食べている人はいないでしょうが。英語では「サラダ・ディ」、サラダの

日は「青春時代」の意味のスラングです。だから、私にとってサラダ記念日は遠い昔。

　なぜ「サラダ・ディ」が「青春時代」なのかというと、洋食で最初に出て来る料理がサラダ。人生の始ま

りということで、サラダ・ディと言われています。ミネラルウォーターの方が最初に出て来る？あれは

青春の前、幼児期。でも、「ウォーター・ディ」という言葉はありませんが。

　サラダを食べるたびに青春時代を思い出すことはありませんが、家庭菜園で採れたプチトマトや

キューリ、シソの葉などを使ったサラダは我が家の定番メニューです。野

菜が採れ過ぎて仕方なく食べているのですが……

　野菜が高い昨今、我が家で採れるのは有難いことですが、誰も喜んでく

れません。「またキューリ、採れたの！」と嫌な顔をされたりします。別に

キューリを食べ過ぎたからと言って河童になるわけでもないのに。

　高齢者は英語では「ゴールデン・エイジ」と言います。定年になり、「さぁ、これからは楽しい人生が

始まるぞ！」ということなのでしょうが、日本の老後はゴールデンではなく、錆びた鉄になりつつあり

ます。欧米人にしてみれば、なぜ日本人は70歳を過ぎても働きたがるのか、不思議に思うかも知れませ

ん。確かに生きがいを求めて働いている人も多いのかも知れませんが、年金だけでは食べていけずに働

いている人も増えてきています。

　今、サラダ・ディの若者は定年後は更に厳しい生活になるのでしょう。錆びてボロボロの鉄にならな

いように、NISAなどを始める若者も増えてきています。中には給料の多くをNISAに回し過ぎて「NISA

貧乏」と呼ばれる人まで出て来ていますが、それだけ老後に不安を抱いているのでしょう。サラダ・ディ

はタバスコをかけ過ぎた辛いサラダになっています。

　北欧諸国のように年金だけで豊かな老後を過ごせるようにするには、消費税を20％以上にしなくては

ならないのでしょうが、そのためにはその負担に耐えられるだけの収入が必要です。ヨーロッパの多く

の国では日本の 3倍くらいの給与を貰っているようですが、物価も 3倍くらい高い……日本同様、多く

の若者の暮らしは楽ではありません。

　物価を考えずに賃金の高さに惹かれて、ワーキング・ホリデーを使って外国でアルバイトを始めた学

生の中にはアパート代や食費の高さに耐えられず、帰国する人もいます。外国のサラダが美味しいわけ

ではありません。

　所得格差が拡大している今、新鮮なサラダの青春と、黄金色に輝く老後は、世界のどの国でも遠い昔

の話になりつつあります。この先の世の中が心配です……

─ 30 ─

＜筆者のつぶやき＞

　見るからに荒々しく、しめ縄は緩めに二重に回している。筆者の第

一印象はこの巨木を閻魔様か仁王様と見たがちょっと違う。はたまた

十字架を背負ったキリストか？？では大相撲の横綱の土俵入りか、こ

れも違う。混乱してきたが、ここは冷静にと踏ん張って写真とにらめっ

こした。

　 2つに分けて考えてみると出てきたぞ。手前が人間、なにやら両手

を広げ背中に大きな荷物を背負っている。丸太のようだが、丸太を背

負ってどこへ行くのかがわからない。そのうちに後ろの荷物が恐竜に

見えてきた。皆様いかがでございましょうか。ほかに何か見えません

か・・・、見えましたら教えてください。
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　樹齢推定1000年　樹周6.8m　樹高約 8 m　愛知県西尾市上永良町宮

東　国指定天然記念物

案内板より。

　この神社の創立は貞観年中（859～77）と伝えられ、寛永二（1625）年

本殿の再建には秀吉と家康に仕え、のちに伊予の国（愛媛県）松山の城

主となった、加藤左馬之助嘉
よし

明
あき

がこの地の出身とされるため特に力を

注いだ。そして嘉明は神職らに「加藤」の姓を与えたと言われ、境内に

昭和初年に生誕地の石碑を建立された。（中略）この大椎の主幹は枯死

し、二本の枝幹と周囲に萌芽した「ひこばえ」が繁茂している。

＜筆者のつぶやき＞

　このシイの巨木は樹齢1000年と推定されているが、一見した感じは

とてもとても1000年の高齢木には見えない。枝を四方八方に延び巡ら

し、他を寄せ付けない風情である。昭和 7年（1932）に記念物に指定されたともなれば、指定からの年月

でも100年近い時間が経過している。

　案内板では主幹が枯れたとあり、枝幹と「ひこばえ」で辛うじて生き延びているように聞こえるが、ドッ

コイ、このシイノキはまだまだ、青年期どころか、このしぐさは、四方八方枝を伸ばし、わがままいっ

ぱいのやんちゃ坊主に見えるがいかがなものか？？自然の生命力、しかも木の生命力の力強さに改めて

感動した次第である。

　この感動を八月の学びの結びとさせて頂きます。続く

写真 4　大田の大クス

写真 5　上永良神明社の大シイ
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